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当初の指定規則（昭和 41 年）による授業時間数は 3,300
時間であり，その内訳は基礎科目 120 時間，基礎医学 540
時間，臨床医学 420 時間であった．」これを大学の基準
に照らして単位計算すると 141 単位（ただし専門科目の
実習時間は明確に示されていないので 15 時間 1 単位，解















業回数については 35 週 210 日を原則としているので
4,000 時間を越えるようなカリキュラム編成はありえな
い．それでも昭和 54 年に金沢大学を皮切りにその後開設
された全国の 12 医療技術短期大学（部）の 3 年間におけ





 昭和 62 年には医療関係者審議会理学療法士作業療法
士部会カリキュラム小委員会が開催され，日本理学療法
士協会ですでに検討されていた指定規則案等を勘案しな






 その具体的内容は，１）高齢化社会：21 世紀には 4 人




















































(文献 2 より) 



















 そして平成元年 6 月 28 日，厚生省健康政策局長名にお
いて各都道府県知事宛に「理学療法士作業療法士養成施
設指導要領の一部改正について」通知された．その概要
が表 3 である． 






















 専任教員数は，これまで臨床経験 3 年以上 2 名，5 年
以上 2 名に加えて医師 1 名となっていたものが，臨床経
験 5 年以上 6 名が最低基準となった．1 学級は 40 名まで





































































































至っては 3 倍増のペースである．中でも新設の 4 年制大
学の増加が著しい．日本理学療法士協会の平成 20 年度資
料では，全国に養成校が 231 校，養成定員が 12,674 名，
内訳は大学 71 校，3,250 名，3 年制短大 3 校，120 名，4
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Shijonawate gakuen university 
Faculty of rehabilitation 
 
Abstract 
  The education for physical therapist in Japan was started by American RPT at the vocational school 
in 1963. The curriculum, on that time, was constituted by the huge contents and time, and it was called 
for that a graduate bears a medical wing as a person who can step in and be effective immediately. 
  Then, the curriculum was revised several times after that. The biggest changed part in it was 
introduction of the unit system. It made the compatibility of the unit between vocational school and 
university possible. Also, it became the curriculum corresponding to physical therapist required for an 
aged society in contents. On the other hand, faced problems, such as reservation of the educational 
quality of students and teachers, and clinical training facilities, also came to surface with the increase in 
cultivation schools. 
 
